
 

～「あいさつ・はっぴょう・もくひょう」が自慢の塩川小学校～ 

上昇気流に乗って！ 

平成３１年４月１０日（水）発行 №２  文責 塩川小学校長 佐藤 寅記 

新入生６７名を加え、全校生３６０名
で、平成３１年度をスタートしました。 

素敵な塩川小学校に「ふさわしい６年生」！ 

６７名のご入学、誠におめでとうございます。 

 塩川小学校には、市内で一番に多い６７名が入学しました。 
担任の先生の呼名に、みんなが「はい」と、元気に返事ができました。

先生方の紹介の場面では、先生方の「よろしくお願いします。」の言葉に、
新入生が、「よろしくお願いします。」と返礼する素敵な姿も見られました。 
素敵な塩川小学校を形づくる要因の一つは「礼儀」です。その礼儀を、

家庭で、幼稚園･こども園・保育所等でしっかり身に付けてきたことに、
安心と喜びを感じました。 
 新入生が６年代表児童の学校紹介をよく聞き、小学校生活への意欲を高
めている姿にもうれしく思いました。 

「素敵な塩川小学校にふさわしい６年生なります。そのため、全学年の先頭に立ち、塩川小全体を引っ

張っていけるようにがんばります。」 

 この言葉は、始業式で、６年生〇さんが述べたものです。二日目の朝は、１年生が入って初めての集団

登校でした。塩川小６年生に「ふさわしい姿」がありましたのでご報告いたします。 

その１ うしろを振り返り振り返りして、すぐ後ろを歩く１年生の様子を見て、一列で歩くよう声かけ 

   をしていました（６年生Ｙくん）。 

その２ 「横断歩道で止まってくれた車には、『ありがとう』とお礼をするんだよ。」と、優しく教え 

   ていました（６年生Ｍさん）  

その３ 「校長先生に『おはようございます。』とあいさつするんだよ」と、教えていました。すると 

   １年生は、「校長先生、おはようございます。」と上手にあいさつできました（６年生Ｓくん）。 

 その他、腕を引いてあげたり、肩に手をかけて、また、１年生の目線で教えてあげたり姿がありまし

た。塩川小「子育ちの文化」が、６年生によって継承されています。 

「あ・は・も」の力と、校風「素敵な塩川小学校」を『本物』にします。 

「本物」とは、いつでも、誰にでも、どこででも「あ・は・も」の力を発揮することです。先生がいな

いところででも、おうちの中ででも、「あはも」の力を発揮し、素敵な行動がとれることです。そして、

「あいさつ上手だね。」とほめられたとき、「当たり前です。塩川小児童ですから。」と言える自信を持つこと

です。 

今年度の重点目標は、「あ・は・も」の力と、校風「素敵な塩川小学校」を『本物』にすることです。 

手を引き、肩に手をかけ、一年生の目線に立って、お世話し教える６年生。左の写真は、朝ボラ前の姿勢よく分担する６年生。 

入学式で、私の正面に座っていた三列目の男の子二人は、担任の呼名がは
じまってからずっと、姿勢良く、私をじっと見ていました。呼名の順番が来
ると、私が期待していた以上にしっかりと「はい。」と返事できました。学級
ごとの記念撮影になり、私の隣には、あの男の子二人が座っていました。 
私のすぐ隣に座っていた子に、「返事がとても上手だったね。」とほめてあ

げました。すると、その子は、私にこう返したのです。 
「ありがとうございます。」 
家庭で、どんな風に育てられてきたのかが想像できました。 


